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就職状況の報告
平成27年度修了学生 就職内定先（順不同）

尾上 聡
　富士通に入社後、ストレージ管理ソフトウェアの検証業務に就いています。我々の主なミッ
ションは、ユーザ視点での品質改善（製品欠陥（バグ）、ユーザビリティ）と検証スピードを上
げる検証技術の追求です。特に、製品のユーザビリティの評価では、被験者実験を行っており、
学生時代に学んだ認知科学や統計学の考えを活かせる場があり、やりがいを感じています。
入社して大切だと感じることは、チームワークと課題解決のスピードです。学生時代とは違っ
て、限りある時間で業務を遂行し、成果を出さなければいけないため、課題にぶつかった際は
チーム一丸となって取り組むことが重要になります。一つのミッションをチームで取り組む知
能機能での基盤PPの経験が役に立っています。まだまだ駆け出しですが、突き抜けた面白い
成果が出せるよう頑張っていきたいと思っております。
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大学院生募集
■入学定員■博士前期課程（修士）32人/年
　　　　　　博士後期課程（博士）  6人/年　
■募集方法■推薦入学（修士）と試験入学の方法があります。

本専攻では優れた研究者・技術者を育成するとともに、大学間の交流も促進するために、
他大学からの学生を積極的に受けいれています。
また、勤務しながらの博士号の取得を目指すことも出来ます。

なお、推薦入学の場合には、願書を提出する前にあらかじめ希望する研究室
の教員までお問い合せ下さい。このほか秋入学の制度もありますので、詳し
くは下記事務室までお問い合せ下さい。

試験科目として次の４種類から１科目選択します。
●1  機械工学 ●2  マテリアル科学 ●3  生産科学 ●4  知能・機能創成工学

1名 ／3名

11名 ／23名

1名 ／3名

36名 ／50名

推薦入試

8月

一般入試

外国人留学生
11月

外国人留学生

合格者数/受験者数

 

0名 ／0名

25名 ／27名

　

8 1

大阪大学出身者

2名／2名

他大学

3名／5名

6名／14名  

1名 ／1名  

計

5名 ／7名

22名 ／24名

1名 ／1名

28名 ／38名

2名 ／2名

平成２8年度　大学院入試（博士前期課程）

　推薦入試

平成28年6月  1日(水)～6月07日(火)願書受付（予定）
　一般入試

専攻長　浅田 稔
電話■06-6879-7347
asada@ams.eng.osaka-u.ac.jp

専攻長　南埜 宜俊
電話■06-6879-7411
minamino@ams.eng.osaka-u.ac.jp

2011年度博士前期課程修了
（共生メディア学研究室 → 富士通）

笹本 勇輝
　私は現在，富士通研究所において、医療を病院内から日常生活へ拡張することを目
指した人の行動・状態センシングの研究に携わっています。大学院ではコミュニケーシ
ョンロボットの研究を行っていたため、分野の違いに少し戸惑いを感じながらも、日々
研究に励んでいます。私が現在行っている研究では、センシングなどの基礎技術に加え、
医療や人間工学、行動学など様々な分野の知識が必要です。そのような中でも、大学院
時代に学んだ学際的な視点が支えになっています。例え分野が大きく変わっても、研究
活動において物事の本質を見極めることは変わらず、その上で学際的、すなわち多角
的・統合的な視点が重要となります。社会に出れば大学にいた時以上に社会的課題や
ニーズを的確に捉える力も要求されます。大学院時代に学んだことを活かし、何が本質
かを常に問いながら世の中に役立つ技術の研究を行っていきたいと思います。

2013年度博士後期課程修了
（創発ロボティクス研究室 → 富士通研究所）

東田 直樹
　私は2014年度に博士前期課程を卒業し、川崎重工業へ入社しました。研究室では
人型ロボットの膝関節の機構について研究し、新しいアイデアを組み込んだ機構を製
作しました。なかなか良い結果が得られず苦心しましたが、最終的に自分のアイデアが
詰まった機構が完成したときの喜びはひとしおでした。現在はロボットの設計に携わっ
ており、研究室で培った専門知識や研究への取り組み方が業務に生きていると感じて
います。社会に出て感じたことは、自分の興味がある分野を研究できることはとても幸
せだということです。こんな研究がしてみたいという想いが少しでもあれば、一歩踏み出
してみては如何でしょうか。

2014年度博士前期課程修了
（運動知能研究室 → 川崎重工業）

藤原 優文
　修士課程を修了し、パナソニックでモータ事業の生産技術職に就いて７年目になり
ます。先行研究部門や海外工場と連携して新しい工法を開発する私の仕事には、専門
性に加えて材料・機械・電気・ソフトなどの枠を超えた幅広い知識とグローバルな視点
が求められます。今思い返せば、大学院時代に専門の垣根なく学んだ知識や、多くの
人 と々入り混じった経験が、仕事を進めるうえで最も貴重な糧となっています。これか
ら院で学ばれる皆さんには、大学院が単なる通過点ではなく卒業後も続くコミュニテ
ィになるように、多くの人と入り混じり、自分の世界を広げて頂きたいと思います。

2008年度博士前期課程修了
（知能アクチュエータ・センサデバイス創成研究室 → パナソニック）

伏木 達哉
　私は知能・機能創成工学専攻萩原研究室にて日々研鑽を積んだ後、現在は三井住友金属
鉱山伸銅株式会社に勤めております。銅合金の鋳造工程に携わり、品質や生産性向上に向
けた様々な取り組みを行っております。会社で仕事を効率よく円滑に進める上では100人以
上の方 と々良好なコミュニケーションを取り情報交換する必要があります。良い人間関係が
築けなければ、相手にそっぽを向かれてしまいます。すると良い改善に繋がらないことや誤っ
た情報を受け取ってしまう事もあります。そのならないためにはただ論理や理屈だけではなく、
相手の立場を思いやれる力を持って人へ接することが出来る人間にならなければと日々感じ
ています。皆さんも基盤PP等を通じ、人間力向上を意識されるとよいと思います。

2013年度博士前期課程修了
（高機能構造材料創成研究室 → 三井住友金属鉱山伸銅）

趙 亭來
　私は、韓国からの留学生として、2010年から2013年まで知能・機能創成工学専攻の博士
後期課程に在学し、修了後、サムソン電子(韓国)に入社しました。サムソン電子では、半導体パ
ッケージングの信頼性について研究しています。入社して一番慣れなかったことはスピードで
した。結果を出すまであまり長い時間は与えられず、忙しい日々を過ごしながら徐々に会社の
文化に慣れてきています。また、私が日本で学んだ経験や日本語はカスタマーや協力会社との
会議で大変良い経験になっています。昨今の大企業は、グローバル時代に突入していると思い
ます。従って、今後は多くの日本企業やその他の海外企業と協力していくことが必須となってき
ます。つまり、国家の枠組みを超えて同じ目標を目指して一緒に頑張る仲間として、自国民以外
に多くの外国籍社員とのコミュニケーションは重要になって来ます。この点において改めて日
本で、特に大阪大学で勉強させて頂けたことを心より深く感謝しています。これからも世界中
の同志と頑張って行きたいと思います。

2013年度博士後期課程修了
（環境調和エレクトロニクス実装研究室 → サムソン電子）

松山 拓馬
　私は研究本部に所属し、建設機械の信頼性評価に関する研究を行っています。主な
評価対象は当社の主力製品である油圧ショベル（いわゆる"ショベルカー"）です。今現
在は、新機種開発のための信頼性評価ツールの構築に取り組んでいます。具体的な業
務内容は多岐にわたります。理論計算式を用いた机上検討を行うこともあれば、自分
で機械を操縦して実験を行うこともあります。信頼性に関する研究は一見すると地味
です。また、売上高や利益といった具体的な形で成果が見えづらいのが難しいところと
感じています。一方で、信頼性は製品のブランド力を支える重要なファクターであり、難
しさと同時に責任感も感じています。

2011年度博士前期課程修了
（マイクロダイナミクス研究室 → 日立建機）

宮内 洋平
　私は2013年に計算材料設計・創成研究室で博士前期課程を修了し、入社以来、特
殊鋼の熱処理に関する製造技術に関わっています。研究室で学んできたこととは異な
る分野であり、当初は戸惑う事も多かったですが、熱処理の奥深さに魅了され、日々や
りがいを感じています。当専攻での研究室活動や講義で培った論理的思考力や発想力
は会社生活で大いに役立っていると感じています。一方で学生生活で当たり前と思っ
ていた事が実は凄く貴重な経験であり、様々な事に対しもっと積極的であれば、更に自
身を磨けていたはずと後悔する時もあります。学生の皆様は自己限定せず、何でも積極
的にチャレンジすること、異なるバックグラウンドを持つ人と関わりをもつことを心がけ
ると良いと思います。

2012年度博士前期課程修了
（計算材料設計・創成研究室 → 日立金属）

三菱重工、小松製作所、三菱電機、安川電機、トヨタ自動車、西日本電信電話、豊田自動織機、神戸製鋼所、TOA、
日産自動車、新日鐵住金、フィックスターズ、近畿管区警察局、日立オートモティブシステムズ、クボタ、デンソー、
三井住友銀行、東芝、資生堂、ヤマザキマザック、ファナック、ダイキン工業

　自律的・自主的な環境の下で大学の活性化と優れ
た教育や特色ある研究に向けて積極的な取り組みを
推進し、より個性豊かな魅力ある国立大学を実現とい
う目標のもと、国立大学は、平成16年度に国立大学法
人化されました。第1期（Ｈ16-21）では新たな法人制
度の「始動期」、第2期（Ｈ22-27）では法人化の長所を
生かした改革の本格化、その中でＨ25年には改革加
速期間としてグローバル化、イノベーション機能強化、
人事・給与システムの弾力化、そしてミッションの再定
義を経て、国立大学改革プラン（自主的・自律的な改
善、発展を促す仕組みの構築）を踏まえて、第３期（Ｈ
28～）で持続的な“競争力”を持ち、高い付加価値を生
み出す国立大学へ変化することが決まっています。一
方、行政改革の一部でもあったことから、運営交付金
（政府から国立大学への支出金）が毎年1％ずつ削減
ということで、現在では１６年度に比べて12％が削減
されています。再統合もなされ101校から86校へ削減
されています。
　その中で、文部科学省からの大学改革プランも基本
的に理工系人材の育成に軸足をおいており、更に国立
大学を３つのタイプ（世界水準型、特定分野型、地域
貢献型）に分けて運営交付金の配分を決定するシステ

ムになりました。大阪大学は世界トップ大学と伍して卓
越した教育研究を推進する「世界水準」型に選ばれて
います。現在、第2期の最終年であるＨ27ですが、この
ような状況の中で、大阪大学の工学研究科の中の知
能・機能創成工学専攻は、どのように教育・研究改革を
してきたか、何を今推進しているのか、更に今後どのよ
うに大学改革に寄与すべきかを考えて、今後の専攻運
営をしていきたいと考えています。
　設立当初から、当専攻は、材料から機械（機能材料
～知能ロボットまで）の広い分野を横断する学問体系
を構築してきたこと、そして広い学問分野で学んだ学
生がそれらの学問を実活用できるようなＰＢＬ教育や
ベンチャーマインドを育成する授業に力をいれ、高度
な研究体制の中でグローバル・質の高い人材を輩出す
ること行ってきました。今、この方向は間違っていなか
った・今の時代に先取りして活動してきたという自負を
もっていますが、これからも、持続的な“競争力”を持
ち、高い付加価値を生み出す専攻であることに努力し
ていきたいと思っております。今後とも、皆様方には、ご
支援とご協力を引き続きましていただきますようお願
い申し上げます。

　本専攻も工学研究科の新たな専攻として出発してい
らい、およそ20年が経とうとしています。この間、専攻独
自のカリキュラムを確立し、機械工学、マテリアル科学、
生産科学と三つの異なる学部卒業生、国内他大学、そし
て海外からの留学生を多く受け入れてきました。多彩な
研究を推進する環境として、教授、准教授独立性を保ち
ながら、分野を超えて学際的な共同研究を行えるよう
に、工学研究科でははじめての、そして国内でも例を見
ない、一専攻一講座(先導的融合工学講座)の形態をと
り、活発な教育・研究活動を行ってきました。それが功を
奏してか、工学研究科内では、博士後期課程の進学率
が飛び抜けています。その意味でも、先進的な専攻とし

て評価は高いと自負しています。教員のモビリティも高
く、そのため一時的に教育体制が手薄にもなりがちで
すが、そこは歯を食いしばって、教職員が一致団結して、
頑張っています。もちろん、修士修了後、社会にでて活躍
するOB/OGもかなりおり、OB/OG会も各地で開催さ
れていると聞いています。真に社会に開いた専攻として、
研究成果の社会への還元、官民への人材送出、そして、
社会からも更なる学業・研究にために社会人院生の受
け入れなど、本専攻の４つの柱をすなわち、学際研究、
国際連繋、人材育成、産学連携をさらに強化し、今後も
躍進していきます。今後ともご支援、ご協力のほどお願
い申し上げます。 

■2015年度専攻長あいさつ

■2016年度専攻長あいさつ

平成28年7月11日(月)～7月22日(金)願書受付（予定）
平成28年7月19日(火)～7月22日(金)願書受付（予定）

平成28年6月  1日(水)～6月    7日(火)願書受付（予定）

博士
前期課程

博士
後期課程



杉山　和宏

西井　光治

辻　正次

山岡　俊樹

茂木　健一郎

吉田　和久

辻井　薫

小林　敏郎

竹原　信夫

日根野　文三

津田　一郎

塚田　稔

照井　雅子

渡邊　竜司

太田　智浩

岩出　卓

木戸　照雄

上島　　稔

中川　賀史

出田　吾朗

服部　昌

春日　壽夫

松嶋　弘倫

神谷　有弘

多田　和弘

高橋　邦明

若林　猛

島田　修

須賀　卓

松本　弘

酒谷　茂昭

藤本　克己

井上 高宏

杉本　薫

三菱電機

ダイキン工業

兵庫県立大学

京都女子大学

ソニーコンピュータサイエンス研究所

パナソニック エコソリューションズ創研

近畿化学協会

アイアイエス

産業情報化新聞社

日根野公認会計士事務所

北海道大学

玉川大学

近畿大学

パナソニック解析センター

パナソニック解析センター

東レエンジニアリング

ダイキン工業

千住金属工業

国際電気通信基礎技術研究所

三菱電機

光洋サーモンシステム

基準認証イノベーション技術研究組合

ルネサスエレクトロニクス

デンソー

三菱電機

エスペック

エイチ・ティー・エル

大日本印刷

日立製作所

京セラ

パナソニック

村田製作所

パナソニック ファクトリーソリューションズ

富士通インターコネクトテクノロジーズ

2015非常勤講師および招へい教員一覧
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M
asashi Hattori

　私は、2014年の1月から2015年の1月までの1年
間、オランダ、Holst Centreに滞在しました。Holst 
Centreは、オランダのTNO（theNetherlands 
Organization for Applied Scientific Research）
とベルギーの先端半導体研究機関IMEC（Interuni-
versity Microelectronics Centre）が共同で設立し
た研究開発機関です。Holst Centreの所在地は、
Eindhovenは、オランダの北ブラバント州にあるオラ
ンダ第5位の工業都市であり、周辺の自治体を含め
るとアイントホーフェン都市圏には70万人に達する
人が生活しています。また、気候は内陸部にも関わら
ず、冬は暖かく夏は涼しい時もあり、日本と同じように
年間をとおした気温変動も小さくとても住みやすい
街でした。また、Eindhovenは、オランダ発祥の電機・
家電メーカーであるPHILIPSの開発拠点であり、欧
州における最先端のエレクトロニクス技術が集結し
ています。私が研究拠点としていたHolst Centreも
PHILIPSの開発拠点のHigh Tech Campus内に
あり、素晴らしい研究開発の設備が整っていました。
また、High Tech Campusの近くにはアイントホーフ
ェン工科大学（TU/e:Technische Universiteit 
Eindhoven）があり、先生方や学生たちが行き来し

　また、私は、日本と異なる文化圏で1年間過ごすこ
とで、生活環境を変えることによって、日頃の研究へ
の取り組み方を見直す良い機会を得ました。Holst 
Centreでの研究に費やされるコアタイムは、9:00か
ら17:00までと決められています。そのため、多くの研
究員は、とても迅速に研究活動を行っていました。私
は、当初、計画をしっかり立てずに実験を行っていま
したが、ほとんど進捗のないまま終了しまう日が多くあ
る事に驚愕しました。そこで、一日で最低限終わらせ
ることを書きだし、本当に必要なデータが何かを認識
しながら実験を行うように変更したところ、画期的に
研究が進められるようになりました。
　最後になりましたが、このように私に貴重な機会を
頂き、また、海外派遣に協力して頂いた大阪大学と
Holst Centreの関係者に厚くお礼申し上げます。

て精力的に共同研究されていました。
　私がHolst Centreでの研究内容は、阪大産研(菅
沼研究室)で開発された印刷金属配線用の銀塩イン
クを効率よくレーザー転写で配線し、微細で良質な
金属配線を作製することでした。具体的には、銀塩イ
ンクに使用される溶媒の粘度を調整し、転写に使用
するレーザーの照射エネルギーを最適化することに
より、高い導電性の微細配線を描画形成しました。
これらインク作製からレーザー転写技術や配線評価
など一連の研究成果は、私が帰国後、原稿を執筆し、
原著論文雑誌に投稿し、既に掲載されております
（T. Inui et al, “Laser-induced forward transfer 
of high-viscosity silver precursor ink for non-
contact printed electronics”, RSC Adv., 2015, 
5, 77942, DOI: 10.1039/C5RA14119B） 。

　ロボカップはロボット工学と人工知能の融合と、発
展を目指したランドマーク・プロジェクトで、「西暦
2050年までに、サッカーの世界大会チャンピオンチ
ームに勝てる自律型ロボットのチームを作る」ことを
目標にしています。現在、ロボカップにはロボットでサ
ッカーを行う「ロボカップサッカー」、災害救助用ロボ
ットを用いた「ロボカップレスキュー」、日常生活で人
間のサポートをするロボットを用いた「ロボカップホー
ム」等様々な競技が開催されました。
　我々は、福井県で行われた日本大会と中国の合
肥で行われた世界大会に出場しました。我々が参加
した部門は、ロボカップサッカーの「標準プラットフォ
ームリーグ」です。このリーグではアルデバラン社製
の人型ロボット”NAO”を用いてサッカーを行います
。NAOは身長が58cmのロボットであり、カメラや触
覚センサー・圧力センサーなど様々なセンサーを備え
ています。これらのセンサーを用いてゴールの位置
や、自分自身がいる位置、ボールの位置等を瞬時に
計算し自分が行うべき行動を決定します。

試合結果は日本大会において2位、世界大会では初
出場ながらもドロップ・インで22位、テクニカルチャレ
ンジで18位でした。今後はテクニカルチャレンジに向
けて開発したロボットのスキルを試合で活用すること
で、試合とテクニカルチャレンジ両方の優勝を目指し
たいと考えています。

標準プラットフォームリーグには、5対5で行う試合と
ロボットに特定の課題を遂行させるテクニカルチャレ
ンジの2つの競技があります。世界大会においては、
テクニカルチャレンジと試合の一つの部門であるド
ロップ・インに参加しました。ドロップ・インでは、各チ
ームが1台ずつNAOを持参しサッカーを行い、その
中で活躍したか・チームに貢献したかどうかで順位が
決まります。テクニカルチャレンジでは、「コーナーキ
ックをする」・「様々なボールに対応できるようにする」
・「様々なカーペットに対応できるようにする」という3
つの課題が与えられました。様々なボールに対応で
きるようにするためには、ボールの色や大きさに関わ
らず、ロボットがボールを認識できるようにする必要
があります。また、様々なカーペットに対応できるよう
にするためには普段競技に使われるカーペット以外
でもロボットが動けるようにロボットの動作を制御す
る必要があります。このように，ロボカップの競技には
、物体認識やロボットの動作生成などの研究の題材
が含まれています。

国際的見学訪問

環境調和エレクトロニクス実装研究室 (菅沼研究室 ) 
博士後期課程3年

乾 哲治
Ttsuji Inui

　人は、子供の頃に受けた感動や体験が、原風
景となってその後の生涯に大きな影響を及ぼすと
云われる。科学者・技術者がその仕事を語る時、
その道を歩み出した原風景を語ることも多い。
　私が会員となっている日本電磁波エネルギー応
用学会（略称JEMEA）では、2012年からの「石巻
青少年のための科学の祭典」への参加やアウトリ
ーチ活動などを通じ、「電子レンジでサイエンす！」
という名で科学の不思議さ、面白さを伝える活動
を行っている。電子レンジという身近な道具で、玉
ねぎの皮やウコンの染物、オーロラ、水と油の選
択加熱、電磁波遮蔽、etc・・・感受性の豊かな時
期にこそ理屈抜きに科学の不思議さ・面白さを体
験して、そして出来れば科学技術を志す人になっ
て欲しい・・・スタッフはそういう思いで子供たちと接
している。「科学の祭典」は、創意と熱意あふれる
方々が会場一杯にお祭りの出店のように、それぞ
れユニークなやり方で実験や工作を繰り広げ、子
供たちに科学の楽しさを伝えようとしている。みん
なつくづく科学が好きなんだなと思う。そしてまた、
この人達が科学に興味を持った原風景はどんな
ものだったのだろうかと思ってしまう。
　この夏は、「女子中高生夏の学校～科学・技術
・人との出会い」（通称「夏学」）という催しにも
JEMEAのスタッフとして参加してきた。科学技術
分野に興味のある女子中高生100人を集め、3日
間の合宿形式で理科系への進路を後押ししよう
というものだ。各学会、公的研究機関などから300
人のスタッフが駆け付け、ポスター展示や実験、
進路・キャリア相談などを行う。ここでは、「サイエ
ンスライターになりたい」、「チームでミッションを遂
げるような仕事がしたい」、さらには「誰もやってい
ない科学的な発見がしたい」というような、「何を」
やりたいを飛び越えて、もっと先の「夢」の相談？
が続出したのだが、その原点が良く見えず、ちゃん
と相談に乗れたのだろうか不安を覚えてしまった。

　翻って、自分が理系を選択した原点は、はっきり
と覚えている。中二の数学嫌いの野球少年が映
画「黒部の太陽」を見て、「ダム屋になりたい」と
思い、同時に何故だか「数学、ちゃんとやらない
と」と思ってしまったことだ。ビデオを何度か見直し
たのだが、何故そんなことを思ったのか今以て分
からない。結局、全く違う分野に進んだが、自分の
技術屋人生で、新しいことを始める時、困った時、
助けてくれたのは、この神の啓示？に従い、怯ま
ず・厭わず、数式と格闘してきたことだった。
　世界を見渡しても、モノづくりの強い国は安定
している。モノが流れれば、それに付随して金が動
くという、ごく単純な仕組みなのだろう。だから北朝
鮮などは、小学生から数学教育に力を入れ、中
韓、その他ASEAN諸国も、先進国へ理系留学生
を積極的に派遣する。日本の第二次大戦後の奇
跡的な高度成長も、技術者や理系学生が戦地に
送られることなく、重工業化の原動力となったから
だ。科学・技術者の質と量が、一国の力を決める
と言っても過言ではないだろう。
　ところが90年代、家庭では、バブルの申し子の
母親が、その子供に給料が安く野暮ったいメーカ
ーを否定し、金融や官公庁へ進むことを煽った。
マスコミや出版業界も「数式を使うこと」を否定
し、理系は「得体の知れないヤツ」と扱われた。極
め付けは、松本サリン事件の「理系だからアヤシ
イ」という扱いだった。企業でも、正社員は社内調
整、設計をしているのは派遣・契約社員という光
景は珍しくもない。集団のレベルというのは、母集
団を大きくして、その底上げをしていかなければ高
くはならない。そして科学技術は、その集団に開発
という栄養を与え続けなければ、レベルがドンドン
低下していく。この時代を「失われた10年」（20年
と云われるようにもなっている）、「平成不況」など
と呼ぶが、実は本当に怖いのは、この時代のツケ
を何時払うことになるかだろう。

　そんな時代を経て、今は理系ニーズが再確認さ
れるようになってきているが、「理系」がいわば特別
扱いされるのは、多くの人が、きっと数学に挫けて
受験という現実に、幼い日の不思議体験・楽しさを
封印してしまうからなのだろう。「科学の祭典」など
で、子供と一緒に付添いのご両親も楽しんでいる
のを見ると、かって挫けてしまったのであろう人も
チャンスがあれば科学を楽しみたいのだと思ってし
まう。考えて見ればスポーツでも芸術でも、プロも
いれば日常の趣味として楽しむ人もいる。「メーカ
ーズ」に見るように、モノづくりの敷居も低くなって
きている。科学技術も老若男女、それぞれの原風
景、好みに応じて楽しめるような世の中にしていき
たい・・・最近、そんなことを思っている。

太田信行 
Nobuyuki Ota

-

RoboCup

Holst Centre, Eindhoven, The Netherlands

という選択
光洋サーモシステム株式会社 商品開発部

服部 昌
Masashi Hattori

RoboCup 2015 Hefei Chinaに参加して



高機能構造材料
創成研究室

http://www.h
fs.ams.eng.os

aka-u.ac.jp/

4 5

研究室紹介

　人の情動や認知の発達過程を分野横断的かつ構成的に
理解することを目指す情動・認知発達ロボティクスに基づき、
神経ダイナミクスから社会的相互作用に至る過程の理解と
構築による構成的発達科学の確立をめざしています。具体
的な研究テーマとして、計算機シミュレーション等による脳発
達の理論的研究、人間とロボットとの相互作用における人間
の行動解析やロボットの行動創発原理に関する研究、fMRI
やMEG(脳磁図)などの脳活動のイメージング研究，ロボット
プラットフォームの開発関連の研究、さらに幼児の統語発達
モデルや情動発達モデルに関する研究、さらには、ロボカッ
プを題材として、協調行動制御なども行っています。

■教授 浅田 稔 asada@ams.eng.osaka-u.ac.jp
■特任准教授 長井 志江 yukie@ams.eng.osaka-u.ac.jp
■特任講師 守田 知代 morita@ams.eng.osaka-u.ac.jp
■助教 森 裕紀 hiroki@ams.eng.osaka-u.ac.jp
■助教 石原 尚 ishihara@ams.eng.osaka-u.ac.jp
■特任助教 池田 尊司 tikeda@ams.eng.osaka-u.ac.jp
■特任助教 高橋 英之 hideyuki@ams.eng.osaka-u.ac.jp
■特任助教 遠藤 信綱 endo@ams.eng.osaka-u.ac.jp
■特任助教 Matthias Rolf matthias@ams.eng.osaka-u.ac.jp
■特任助教 横山 裕樹 yokoyama@ams.eng.osaka-u.ac.jp
 

　人の運動解析とロボットの運動制御の双
方向から、知能に迫る研究を行っています。
人の行動や意志決定は、必ずしも論理的で
はなく、また最適化されたものでもありません
─が、常に合理的でロバストです。それは、人
の意志を超えて存在する物理法則の下で、
合目的的に身体を操る行為そのもの=運動
制御が行動を形作っているからです。したがっ
て、知能の根幹は運動制御にあります。速さ・
強さ・正確さといった指標で測れない、極めて
非線形性の強い人間の運動制御を、数学的
に議論し、またそれと相補的に、ソフトウェア・
ハードウェアシステム研究も含んだ実用に耐
える人型ロボットの開発に取り組んでいます。

■准教授 杉原 知道 
sugihara@ams.eng.osaka-u.ac.jp

　現在のメディアには身体性が欠けているの
で、身体を持つ人間との間には溝があります。
本研究室は、この溝を埋めることによって、人
間との共生に適したメディアを実現しようとし
ています。具体的には、身体性を再現できる遠
隔会議システムの研究開発を行っています。
今はまだ、身体性の再現が十分ではないため
に、同じ場所に集まって会議を行う必要性が
残っています。離れた場所にいる人の様子を
映し出すビデオや、トラッキング技術でとらえた
人の動作をリアルタイムで反映するアバタや、
物理的な実体の動きを使って迫真性のある動
作を表現できるロボットなどを組み合わせて、
どこにいても対面しているかのように会話がで
きるメディアの創造を目指しています。

●新しいアクチュエータ、センサ、制御に関する教育・研究
アクチュエータ・センサ技術は未来の科学・産業を支え
る技術である。本研究室では、ロボット、エレクトロニクス、
自動車分野をターゲットとして、電磁力を利用した次世
代のアクチュエータ、センサデバイス、非接触動力伝達
機構及び制御システムなどメカトロニクスの研究を行っ
ている。
●コンピュータ数値解析、デザイン法に関する教育・研究
アクチュエータ・センサ等の動作メカニズムの解明にあ
たり、有限要素法及び粒子法による電磁場を中心とし
たマルティフィジクス解析法・デザイン法に関する研究
を行っている

■教授 平田 勝弘 
k-hirata@ams.eng.osaka-u.ac.jp
■助教 新口 昇
noboru.niguchi@ams.eng.osaka-u.ac.jp

■准教授 中西 英之 
nakanishi@ams.eng.osaka-u.ac.jp 　第３の手法と呼ばれるコンピューターを用いた計

算によるアプローチは、益々厳しくなる材料に関す
る社会からのニーズに応えるのみならず、社会への
シーズ提供を可能にしつつある。本研究室では、原
子レベルから巨視的スケールまでの計算材料科学
的手法を活用し、実験及び理論との有機的連携を
通じて、既存の理論に囚われる必要のない新しい
材料設計法の構築を通じて、新規材料開発を行っ
ている。

　菅沼研究室では、ナノテクノロジーとエレクト
ロニクスの接点は実装にあると提案し、新たな
技術分野の開拓を世界に先駆けて進めてきま
した。新たな実装技術を開発するために、印刷
技術を用いたデバイス用導電性配線の開発や
次世代接合材料の開発、実装材料の信頼性
評価等を精力的に進めています。金属や無機・
有機材料をナノレベルの微細組織からマクロ
なレベルまでの幅広い領域の構造を理解し、そ
の機能を最大限に引き出すことによって様々な
特性の環境調和技術の実現が可能になります。
新たなエレクロトニクス技術領域プリンデッドエレクトロニクスを世界に先駆けて切り開き、
あらゆる印刷技術とインクを駆使し、環境にやさしい物創りを行っています。また、柔軟な
ロボット皮膚センサ、鉛フリー実装など産学協同の研究フィールドで、位相界面のナノ構
造解析や有機・無機複合構造のシミュレーションを駆使しながら理解し、新時代のエクト
ロニクスや各種産業へ環境調和技術を提唱しています。

　我々の社会を支える基盤的材料から次世代先進
材料に至るまで、各種金属系構造材料の新規開発、
特性向上を、格子欠陥・転位・結晶構造・相安定性・
組織形態といったナノ、メゾ、ミクロ各視点からの制
御により実現すべく研究を行っています。現代社会
が求める多様なニーズ、過酷な要求に応えるべく、本
研究室では軽量、高強度、高耐熱性、生体適合性、
高耐食性といった、複数の機能を同時に高度に併
せ持つ、先進的・multi-functionalな「機能性構造材
料」の創製を目指しています。現在特に、低炭素社
会の実現を目指した次世代超高温構造材料の開発、
軽量高強度を有するシンクロ型マグネシウムLPSO
合金開発、ならびに生体内で溶解する金属インプラ
ント材料の開発プロジェクト等を進めています。

■准教授 萩原 幸司
hagihara@ams.eng.osaka-u.ac.jp

　さまざまな学問分野の基礎をとなる「力学」に
焦点をあてて、ミクロからマクロまでのさまざまな
スケールの力学現象のモデル化と定式化、さら
には、コンピューターシミュレーションによる教育・
研究を行っています。特に、ミクロな不安定性が
時空間スケールの階層性を通じてマクロに新し
い機能を発現させることに注目し、新しい機械シ
ステムや材料システムの構成・設計原理に対す
る学理を構築することを目指しています。一例と
して、ナノ・ミクロスケールの固体力学・材料力学、
非線形力学、バイオメカニクスなどを駆使して、
力学現象に潜むダイナミクスの原理の解明と応
用に関する教育・研究を行っています。

　機械工学・材料工学においてはミクロな結晶
構造から巨大な宇宙構造物まで様々な構造に
おいて空間的な周期構造が見出され、そこに出
現するダイナミクスは構造物の特性に大きな影
響を与えます。これらの構造物は全く異なるス
ケールを持っていますが、モデル方程式は類似
した形式をとることがしばしばあり、そのダイナミ
クスを同じ手法を用いて解析することが可能で
す。私たちはこのようなダイナミクスの中でも特
に非線形ダイナミクスに着目して、新しい観点
からの現象の理解、モデリング手法の構築を目
指して研究を進めています。

マイクロダイナ
ミクス研究室

http://www.m
d.ams.eng.osa

ka-u.ac.jp/

■准教授 土井 祐介
doi@ams.eng.osaka-u.ac.jp

■特任助教  
leixiaowen@ams.eng.osaka-u.ac.jp

■教授 中谷 彰宏
nakatani@ams.eng.osaka-u.ac.jp

雷 霄雯

知能アクチュエ
ータ・

センサデバイス
創成研究室

http://www.a
mp.ams.eng.o

saka-u.ac.jp/　

　材料プロセスやデバイス開発における材料
の結晶構造・欠陥、組織、マクロ構造の高次制
御実現を目指した研究を行っています。このよう
な組織・構造制御のアプローチとして、一つの
特徴は磁場、超音波などの外場に対する物質
の応答性を利用した高次構造・組織制御です。
また、プロセス原理の開発では、放射光X線
(SPring-8)を利用した金属合金の凝固・変形過
程のその場観察、実証的なその場観察に基づ
いた現象のモデル化、シミュレーションを駆使し
ています。さらに、
準安定組織と
平衡組織の相
選択を利用した
新しい概念の非
平衡プロセス開
発も行なってい
ます。

■助教 柳樂 知也
 nagira@ams.eng.osaka-u.ac.jp

運動知能研究室
http://www.m

i.ams.eng.osa
ka-u.ac.jp/

共生メディア学
研究室

http://smg.am
s.eng.osaka-

u.ac.jp/

■准教授 吉矢 真人 
yoshiya@ams.eng.osaka-u.ac.jp

■准教授 能木 雅也
nogi@eco.sanken.osaka-u.ac.jp

■特任助教 古賀 大尚
hkoga@eco.sanken.osaka-u.ac.jp

■教授 菅沼 克昭 
suganuma@ams.eng.osaka-u.ac.jp
■特任准教授 長尾 至成
shijo.nagao@eco.sanken.osaka-u.ac.jp

■助教 菅原 徹
sugahara@eco.sanken.osaka-u.ac.jp
■特任助教 酒 金亭 
jiu@eco.sanken.osaka-u.ac.jp

　樹木をはじめとする植物細胞壁
は、幅4-15 nmのセルロースナノフ
ァイバーからできています。私たちは、
このナノファイバーを使って「透明な
紙」を製造し、「樹木からデバイス
へ」をキーワードに、印刷技術を用
いたペーパーエレクトロニクスの実
現を目指しています。これまでに、透
明な紙の上に、銀ナノワイヤ透明導
電膜と有機太陽電池素子を搭載し
た「太陽光発電する紙」の開発に成功しています。さらに、導電性材料を
印刷して、電子回路やアンテナ配線を作製する技術も開発しました。これ
らの技術を組み合わせると、太陽光で発電した電気を用いて情報を送受
信する「ペーパースマートフォン」が実現できます。現在も、さらなる応用展
開に向けた技術開拓に取り組んでいます。

非線形離散動力
学研究室

http://www.n
ld.ams.eng.os

aka-u.ac.jp/

　　

創発ロボティク
ス研究室

http://www.e
r.ams.eng.osa

ka-u.ac.jp/

計算材料設計・創
成研究室

http://www.c
mdc.ams.eng.

osaka-u.ac.jp
/
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環境調和エレクトロニクス実装研究室
http://www.eco.sanken.osaka-u.ac.jp/ プリンテッド・エ

レクトロニクス
研究室

http://www.n
ogimasaya.co

m/

材料プロセス・デ
バイス

創成研究室
http://www.m

pd.ams.eng.os
aka-u.ac.jp/

　熱・電磁流体解析研究室では、電磁場中にお
ける高温流体の挙動をターゲットとして数値計算
によるその挙動予測を目的としている。その一例と
して磁性流体の挙動解析が挙げられる。磁性流
体の挙動としてスパイク現象があるが、現在はこ
の挙動に関して溶媒中のコロイド状鉄粉レベル
でのミクロな視点からのモデル化を検討している、
また，高温電磁流体現象として溶接や磁気浮上溶
融現象の解析、そして摩擦撹拌接合にみられる弾
性体の塑性流動現象の解析にも取り組んでいる。

■准教授 宮坂 史和 
miyasaka@ams.eng.osaka-u.ac.jp

　材料の性能や機能を引き出し向上させること
で次世代に利用される有用な機能材料の創成
を目指す研究を行っています。材料の特性は、
材料内部の原子の配置、原子空孔、転位、結
晶界面などの欠陥、そして析出物や構成相の
組み合わせ、大きさ、分布などのナノ・メゾ・マク
ロ構造に大きく依存します。本研究室では、結
晶学、組織学、強度学、破壊力学、粉末工学、
反応工学、熱力学、材料設計学等のマテリア
ルサイエンスを基礎として、新しい加工法や熱
処理法、詳細な解析等を駆使して、強度、耐熱
性、耐食性、じん性、摩耗性、制振性等に優れ
た新しい高性能機能材料を創成しています。

■教授 南埜 宜俊 
minamino@ams.eng.osaka-u.ac.jp

運動知能研究室
http://www.m

i.ams.eng.osa
ka-u.ac.jp/

熱・電磁流体解析
研究室

http://www.a
mp.ams.eng.o

saka-u.ac.jp/




